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公的年金シミュレーターの概要
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公的年金シミュレーターの特徴

これからの働き方・暮らし方の変化

・就職、転職したとき
・配偶者の被扶養者となったとき
・退職した後、年金を受給しながら
働くとき

にあわせて様々なシミュレーションが
できる

働き方・暮らし方に応じたシミュレーション簡単でスムーズな操作性

個人情報は記録されず、画面を閉じると、
データは消去されるため、安心して利用
できる

税・社会保険料額の試算機能を搭載予定

デザイン性が高く操作性の良い試算画面

スライドバーを動かすことで、年金額の
変化が一目で確認できる

その他グラフを表示しながら試算できる

ＩＤ・パスワードの取得不要

「ねんきん定期便」の二次元
コードを読み込むことで、過
去の加入記録の入力が不要で
手軽に試算できる
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※画面は開発中のもの。

税・社会保険料額試算の画面イメージ



令和５年度のメディア掲載・業界団体を通じた周知の取り組み
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メディアの掲載実績 民間企業を通じた周知

 公的年金シミュレーターの使い方・特徴、
開発にかかる経緯等に関する記事が、雑誌、
新聞、WEBメディア等に掲載された。

雑誌:日経トレンディ、婦人公論 等
新聞:読売新聞、朝日新聞、日経新聞 等
WEB:東証マネ部、フィナンシャルフィールド 等

■ 令和４年度の掲載状況

■ 令和５年度の取り組み

 各種メディアへの掲載により、様々な属性の読者が
公的年金シミュレーターの使い方・特徴などを知り、
自身のねんきん定期便を開封して二次元コードから
公的年金シミュレーターにアクセスし、試算するこ
とが期待される。

 公的年金シミュレーターの年金額改定や税額試算機
能をリリースするタイミングにおいて、各種メディ
アに機能の使い方・有用性が掲載されるよう、積極
的な周知・広報活動を実施する。

■ 生命保険協会で活用されている

 一般社団法人生命保険協会では、公的年金制
度に関して情報提供を行うためのお客様向け
チラシを作成しており、その中で公的年金シ
ミュレーターの紹介を行っている。

 併せて、生命保険の募集人向けに、お客様向
けチラシの解説資料を作成しており、その中
で募集人に対して公的年金シミュレーターの
使い方を説明している。

■ 令和５年度の取り組み

 令和５年度において、公的年金シミュレーターの年
金額改定や税額試算機能のリリースに伴い、これま
で以上に公的年金の受給見込み額を踏まえた民間保
険の提案が行われることが期待される。

 公的年金シミュレーターの機能追加をタイミングを
踏まえ、民間企業を通じて公的年金シミュレーター
の利用を促すための情報提供を検討する。



（参考）日本年金機構のねんきん定期便と試算用二次元コード
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日本年金機構より年に一度送付される「ねんきん定期便」の右下に、
ねんきん定期便の記載情報が入った二次元コードが2022年4月から
印刷されている。この二次元コードをスマートフォンで読み取って
公的年金シミュレーターにアクセスすることで、過去の加入記録を
個別に入力せず、手軽に年金額の試算が可能となる。



（参考）一般社団法人生命保険協会の取り組み
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■ お客様向けご案内チラシ

【出典】一般社団法人生命保険協会「公的年金制度（老齢年金制度）について」
https://www.seiho.or.jp/data/billboard/pension/



（参考）一般社団法人生命保険協会の取り組み
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■ 生命保険会社・代理店の募集人向け解説資料

【出典】一般社団法人生命保険協会「公的年金制度（老齢年金制度）について」
https://www.seiho.or.jp/data/billboard/pension/



公的年金シミュレーターの利用状況
（アクセス件数）
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公的年金シミュレーターのプログラム活用に関する実証実験の概要

 厚生労働省が公的年金シミュレーターのソースコード（プログラム）を公開し、
民間事業者は自社が運営するアプリなどのITサービスに組み込めるかどうか検証
を行った。

 参加企業は、プログラムを組み込むに当たって生じた技術的課題について、
厚生労働省に対して報告を行った。

 厚生労働省は、実証実験の結果を踏まえ、公的年金シミュレーターのプログラム
の一般公開に向けた検討を行う。
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実証実験の結果について
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■ 実験参加企業が作成した「成果報告書」の集計結果 ■ 今後の方向性

プログラムの構造、内容を
解析できたか

プログラムをアプリ等のITサービスに
組み込むことができたか

公的年金シミュレーターの機能を搭載したアプリ等のITサービスの
リリースを「予定」「前向きに検討中」とする民間企業が４社あった

ソースコードを公開することで、民間企業
の創意工夫によって、年金額試算機能を
組み込んだ独自のITサービスが開発される
ことが期待される。

また、民間のITサービスの発展に伴い、
様々な属性の利用者が年金額試算をするこ
とが期待される。

老齢年金に加えて、遺族年金、障害年金の
受給見込み額を試算できる機能が欲しい。

ねんきん定期便と同様の情報を、インター
ネットを通じて取得する仕組みが欲しい。

■ 参加企業からの要望


